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博士論文審査： 
学生から提出された博士論文について、公開発表会が 2 月 12 日に行われた。審査委員と学生の
間で質疑応答が繰り返しなされ、的確かつ十分な応答が得られたことにより、本論文は博士論文と
しての質を十分に確保しているとの結論に至った。 
本研究は水産重要魚種の生殖生態特性に関する研究の一環として、日本の国際水産資源中の最重
要魚種の一つであるクロマグロについて、日本海における雌魚の産卵生態を詳細に調べ、さらに南
西諸島における産卵生態との比較を行っている。日本海における産卵期の開始は 6 月中旬であり、
8月前半まで活発な産卵が継続すること、産卵雌の出現 SST範囲は 19.3～27.7℃であり、既存の知
見よりも低い水温での産卵も認められること、卵巣の組織学的観察の結果から、産卵期中の産卵頻
度は 0.88 であり盛期には個々の雌がほぼ毎日産卵すること等が明らかとなった。雌は明瞭な卵成
熟・産卵の日周リズムを有しており、午前中に核移動、午後に吸水、夕方に排卵が起こり、夕方～
夜間に産卵されるものと推察された。南西諸島との比較の結果、日本海の雌は小型の産卵魚を多く
含み、産卵期はより遅く、産卵頻度はより高く、相対バッチ産卵数はより大きい傾向が明らかとな
った。 
 これらの成果は、水産重要魚種の各種繁殖パラメーターを十分な確度及び精度で明らかにしてお
り、今後水産学分野のみならず、基礎生物学の発展にも大きく貢献する優れた研究といえる。 
 以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野に
おける学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査
委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
 最終試験は 2月 12日、発表終了後に引き続き行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、
博士論文の内容について最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門
知識については公開発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であ
ると審査委員一同確認した。 
 学術論文は１編が第一著者として公表済み (Yumi Okochi, Osamu Abe, Sho Tanaka, Yukio 
Ishihara, Akio Shimizu: Fisheries Research 174,30-39,2016)であることを確認した。 
 学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、英語の学力につ
いては問題ないと判断した。 
 また、講演発表は国際会議、国内学会とも多数行っていることを確認した。 
 
 
 
 以上から、本学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
 
 
 
 
